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Subiect 2002 2003 2004 2005
A Medicine 8Dentistry 430.33 427.67 440.78 440.78
B Subiects a111edto Medicine 202.24 202.02 209.89 209.89
C Biologica Sciences 243.13 247.67 255.57 255.57
DVetSciー Ae& related 80.60 187.34 199ー03 99.03
FPhvsicaー Sciences 295.89 299.85 311.09 3 .09
GMathematical& ComD Sci 88.57 198.77 211.70 2日.70
HEngineerine 215.49 226.39 249.46 249.46
JTechnologies 7ー1.20 18.62 190.07 90.07
KArchitecture.BuiId& PIa∩ 205.26 216.31 232.98 232.98
LSocialStudies 240.92 245.15 243.28 243 la
MLaw 277.53 284.88 294. 4 294.4
NBusiness&Admin studies 8ー2.95 93.89 207.16 207.5
PMassCommsandDocumentat 0n 200.98 203.38 2 .97 2 .97
QLinguistics. Classics 8related 300.44 30.89 323.76 323.76
R EuroDean LanEs.Lit8 reIted 311.59 324.42 335.47 335.47
T Non-European Langsand reated 338.83 347.5ー 356.34 356.34
V Hst8PhiーosoohicalstudeS 296.75 3ー 1.01 224.76 320.59
w CreativeArts 8DesiEn 64.46 82.36 86.84 86.84
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実際、2005/06年度においてSFC全体におけるKeySkills資格取得者数は、Level1が3,000人に留
まっているのに対して、Leve12が14,200人、Level3以上が12,800人と相対的に多くなっている
(DfES2007)cこれはKeySkills資格取得者全体の機関別類型で比較してみると、Level3の取得者が
多くなっているということである。 継続教育や成人教育センターとは異なる機能を果たしつつ、し
かしsFC全体としては職業資格社会化に基づいた教育課程改革が進められているのである。
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4.3課題
さて、NFER(NationalFoundationforEducationalResearch)の研究チームは義務教育終了段階に
おける生徒の進路選択に関する調査を継続的に進めている。現在までの知見によると、例えば、フ
ルタイムの教育を受けつづける理由として、学校内のシックスス・フォームを選択した学生は、学
習の継続や大学進学のための資格取得、GCSE資格の改善などについて、SFCを選択した学生よりも
高い回答傾向を示し、一方継続教育カレッジを選択した学生は、適切な職業資格の取得について、
sFCを選択した学生よりも高い回答傾向を示している(Keye己.al.1998:16)。この調査結果が示す
のは、SFCが進学志向の学生に対しても職業資格取得を志向する学生に対しても必ずしも十分な教
育を提供しているとは判断されていないという課題である。そもそも進学教育に埠化した教育課程
内にどの程度まで職業資格を提供可能なプログラムを併設させることができるのかは疑問の残ると
ころであり、実際表4(No.10,19,31)に見られるように、他のSFCやFECに合併して生き残りや
再建を目指す学校も存在している。
なお、シックスス・フォーム研究の中では、規模と費用効率の問題、アカデミック志向とボケ
ショナル志向との相克、他の機関との競争か共同かといった問題が指摘されている(Schagenet.al.
1996:126-131c
教育課程の多様化、パートタイム学生の増加の中で、SFCの学生数自体はフルタイム学生も含め
て増加傾向にあるが、シックスス・フォームと継続教育カレッジが近隣に存在し、16歳段階での選
択が可能な場合には、今後職業資格取得を目指す受講生を奪い合うことが現実になり、進学にも職
業訓練にも十分特化しえないSFCは困難な状況に追い込まれる可能性がある。
本節での議論はイギリスの中等後教育段階における進学に特化してきたsFCにおける職業教育課
程化、特にKeySkills資格取得課程化を通じて、初等中等・継続(職業)・高等教育を一貫した資格
枠組(NQF)で接続し、「職業資格社会」化の徹底-と向かう改革が進行していることを示唆するも
のである。今後、イギリスではKeySkills資格の取得の有無が雇用に影響を与える方向へ展開してい
くのか、より高度な職業資格が展開していく場合に、それをどこで履修し、資格取得準備を進めて
いくのかが強く問われていくことになる。しかしながらそれが本来の学校教育や義務教育段階の教
育理念とどのように整合性を有する状態であるのかは、イギリス国内でも十分検討されているよう
には見られない。失業問題、青年層の学校化を振興させることが国際競争力の強化に本当につなが
っていくのかどうかは、今後のイギリスの経済状況から読み取ることしかできないのであろう。
5. 議論の整理
経済産業省における社会人基礎力、あるいは中央教育審議会による学士力という概念の提示、さ
らには近年再び提起されている18歳段階での奉仕活動の義務化などといった議論の背景には、各国
の中等教育と高等教育との接続に関する状況を踏まえたものが見られる。特に少子化により大学人
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試が選抜手段として機能しなくなった際に、改めて高等教育機関に入学するにあたって習得してお
く必要のある知識・技能が問題になろうとしているのである。
本論で検討してきたいくつかの課題は、いずれもイギリスという歴史・経済・社会的背景を有す
るものであり、それ自身が日本に直接引用されるというよりも、欧州全体で注目されている「高等
教育と労働との接続」問題に対する一つの回答として再検討がなされていく必要がある。
また、一方で基礎能力の育成として職業に直結するものとしてのgenericskillsが求められ、別の
文脈で専門的教育の基盤としてのgenericskillsが求められるという二層化が議論されている構図が
見て取れる。特に大学院段階でgenericresearchskillsとして大学院学生のキャリア開発支援を軸と
したgenericなスキル取得に注目が集まっており、Dundee大学ではgenericskillsDundeeと呼ばれる
プログラムを提供している。二元化から一元化が進んでいるとされてきたイギリス教育が実際には
依然として二元性を内包しつつ、大衆化に対応しようとしていることが伺える特徴と解釈すること
ができるのではないか。
なお、前述したとおり、今後は序節で提示した論点を改めて検証し、残された論点の検討を進め
ることが必要であろう。具体的には、英国で顕著な「スキルの多義・多語嚢性」をどう理解するか、
なぜ多義的・多語嚢になっているのか、(各国で/各機関で)各語嚢が合意しているものは同じか否
かといった論点の検証、およびとりわけgenericskillsないしtransferableskills、あるいは資格化され
たKeySkillsの内容の精微な検討は今後の課題としたい。
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